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１ 学校教育目標
校 訓・・・・ 自主創造 親和協同 努力実践
教 育 目 標・・・・ 豊かな人間性と生きる力の育成

２ 現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて）
・遅刻、欠席、早退はほとんどなく、生徒の生活態度は非常に落ち着いており、生徒指導上の懲戒処分等は全くない。生徒は互いに人間性を

認め合い、良好な人間関係を築いているが、生徒数が少ないため、校内だけでは人間関係が限定されている。
・乳幼児や高齢者と交流し、他者の役に立つ経験をすることで、生徒たちは少しずつ自己肯定感を実感するようになってきており、諸活動に

おいて自ら計画を立て、主体的に取り組もうとする姿勢が見られるようになってきた。
・家庭学習習慣が身に付いておらず、基礎基本が十分に習得できていない生徒に対する指導を継続して行う必要がある。そのためには、校内

外における教科研修と指導力向上に取り組む必要がある。

３ 本年度重点を置いて目指す成果・特色、取り組むべき課題
＜本年度重点を置いて取り組む目標＞ ＜目指す成果＞

・学ぶ意欲、考える力の育成 ・確かな学力の定着
・心の教育の推進 ・豊かな心の醸成
・基本的生活習慣の確立 � ・健やかな体の創造
・キャリア教育の充実 ・自己実現の支援
・多様な教育課題の解決 ・信頼される学校づくり

４ 自己評価 ５ 学校関係者評価
評価

重点目標 具体的方策(教育活動) 評 価 基 準
達成

重点目標の達成状況の診断・分析 学校関係者からの意見･要望等 評価
領域 度

魅力ある授業 教科指導の研修や他の ４ 授業アンケートで生徒の満 校内外において授業研修等に取 授業に対する生徒の
の実践 学校のオープンスクー 足度が１００％ り組み、教科指導力の向上を図 満足度は高いと思え

学 ル等に積極的に参加し、 ３ 授業アンケートで生徒の満 った。年２回実施している授業 る。家庭学習の習慣
習 教科指導力の向上を図 足度が８０％以上 アンケートではすべての項目に を身に付けるため Ｂ
指 る。 ２ 授業アンケートで生徒の満 ３ おいて高い評価を得ている。し に、適切な課題を定
導 足度が６０％以上 かし、家庭での学習習慣が定着 期的に与えるなどの

１ 授業アンケートで生徒の満 していないことが課題として残 工夫が必要であると
足度が６０％未満 っている。 思う。

協調性・公共 ボランティア活動、高 ４ 地域と連携した行事が年間 ボランティア活動等、地域と連 地域と連携して取
心・マナー・ 齢者団体や近隣の高等 ２０回以上 携した活動を年間２９回実施し り組んできた様々

生 他者に働きか 学校との合同行事等、 ３ 地域と連携した行事が年間 た。高齢者や幼児、他校の生徒 な活動が、生徒の
徒 ける力等、社 地域と連携した活動の １５回以上 ４ 等、様々な人々とかかわる機会 社会性やコミュニ Ａ
指 会性の育成 充実を図り、様々な人 ２ 地域と連携した行事が年間 を多く設けることで、他者と協 ケーション能力等
導 々とかかわる機会を増 １０回以上 力する姿勢や自己の役割を認識 を育む絶好の機会

やす。 １ 地域と連携した行事が年間 する力、自分の考えを表現する になっている。
１０回未満 力を身に付けることができた。

主体的な進路 三者面談の早期実施や ４ 第１希望の進路を実現でき 個々の希望・適性に応じた進路 進路意識の高揚を図
選択と確実な 進路情報の提供方法の た生徒が１００% 情報の提供や三者面談の早期実 り、早い時期から希

進 進路実現 改善等を行うとともに、 ３ 第１希望の進路を実現でき 施等に取り組み、進路を早い 時 望進路をしっかりと
路 確実な進路実現に向け、 た生徒が８０% ４ 期から生徒に考えさせたことが 把握し、個に応じた Ａ
指 就職指導員の積極的活 ２ 第１希望の進路を実現でき 進路実現１００％につながった。 進路指導を全校体制
導 用や企業訪問の強化を た生徒が６０% また、個別指導の徹底や就職指導 で取り組まれたこと

図る。 １ 第１希望の進路を実現でき 専門員の積極的活用により、試験 は高く評価できる。
た生徒が６０%未満 にも十分対応することができた。

自己の健康管 麻しんワクチンの全員 ４ 健診後等の受診届提出率が 定期健康診断後、保護者へ治療 生徒が健康を自己管
理の徹底 接種を目指すとともに、 ８０％以上 勧奨の通知文書を送付するとと 理できるようにきめ

健 健康診断後の病院受診 ３ 健診後等の受診届提出率が もに、該当生徒へ声かけを行っ 細かく指導されたこ
康 率を高める。また、食 ７０％以上 ４ た結果、治療はすべて完了した。 とは、社会人として Ａ
安 育や生活習慣について ２ 健診後等の受診届提出率が なお、麻 し ん ワ ク チ ン の 接 の今後の生活の中で
全 も継続的な指導を行う。 ５０％以上 種率も１００％である。また、 も生かされると思

１ 健診後等の受診届提出率が 保健だよりを活用し、継続的に う。
５０％未満 食育の指導を行った。

相談活動の充 生徒が相談しやすい環 学校アンケートの「悩みや相談 アンケートを計画的に実施して、 生徒の心身の状態を
実 境を整え、計画的な相 には適切に対応している」に肯 生徒の生活状況の把握に努め、 把握し、早期発見・

相 談活動を実施する。 定的に回答した生徒・保護者が 必要に応じて個別面談を行った。 早期対応に取り組ま
談 ４ ８０％以上 ４ 学校アンケートの「悩みや相談 れたことが十分に理 Ａ
活 ３ ７０％以上 には適切に対応している」に肯定 解できた。
動 ２ ６０％以上 的に回答した生徒･保護者は１００

１ ６０％未満 ％であった。
環境美化やボ 校内外の美化活動や地 学校アンケートの「環境美化や 年間を通して地域でのボランテ 一人暮らしの高齢者
ランティア活 域におけるボランティ ボランティア活動に積極的に取 ィア活動を行った。また、地域 宅への弁当配達や地

特 動の推進 ア活動に積極的に取り り組んでいる」に肯定的に回答 での美化活動や日常の清掃活動 域清掃などのボラン
別 組み、美化意識や奉仕 した生徒・保護者が ４ にも積極的に取り組んだ。学校 ティア活動を年１０ Ａ
活 の精神を育む。 ４ ８０％以上 アンケートの｢環境美化やボラン 回程度行っているこ
動 ３ ７０％以上 ティア活動に積極的に取り 組ん とは素晴らしい取組

２ ６０％以上 でいる」に肯定的に回答した生徒 で、豊かな人間性の
１ ６０％未満 ･保護者は１００％であった。 育成につながると思う。

家庭や地域へ Ｗｅｂページ・ブログ ４ Ｗｅｂページ・ブログ等 １月末の時点でＷｅｂページ・ 読みやすい広報紙
開 の情報発信 等を定期的に更新し、 の更新が年間７０回以上 ブログの更新は５８回で、定期 で、学校の教育活

学か 年３回、学校広報を地 ３ Ｗｅｂページ・ブログ等 的に更新を行ってきた。また、 動を十分に知るこ
づれ 域に配布する。 の更新が年間６０回以上 ３ 学校広報は地域に３回配布した。 とができ感謝して Ａ
くた ２ Ｗｅｂページ・ブログ等 耐歩大会や２４時間テレビ等の いる。ＴＶ取材で
り の更新が年間５０回以上 学校行事でＴＶ取材を受けるこ インタビューを受

１ Ｗｅｂページ・ブログ等 とも多く、教育活動を広く情報 ける生徒の受け答え
の更新が年間５０回未満 発信することができた。 も立派で感心した。

自分の考えや 生徒が関心のある新聞 ４ 新聞記事に関する意見発表 新聞記事に関する意見発表を通 表現力が乏しい若者
意見を表現す 記事をとりあげ、それ 会が年間１０回以上。 して、自分の考えや意見を表現 が多い昨今で、大変

３ る力の育成 に関する感想や意見を ３ 新聞記事に関する意見発表 しようとする態度を養うことが よい取組であったと
発表する。担任は、毎 会が年間８回以上。 ３ できた。しかし、考えを生徒に 思う。生徒が考えを Ａ

年 月５回、生徒に新聞記 ２ 新聞記事に関する意見発表 まとめさせる段階での指導が不 まとめた文章を新聞
事を紹介する。 が年間６回以上。 十分であったため、論理的に思 社の企画などに応募

部 １ 新聞記事に関する意見発表 考し、表現する力を十分に身に する試みがあるとさ
会が６回未満。 付けさせることができなかった。 らによかった。



評価
重点目標 具体的方策(教育活動) 評 価 基 準

達成
重点目標の達成状況の診断・分析 学校関係者からの意見･要望等 評価

領域 度
学校の組織等 校外研修の参加促進 ４ 校外研修の還元研修会 校外研修の還元を４回行い、情報 校外研修の成果還元
職員研修の と研修成果の還元に が年間５回以上 の共有化を図った。他校の授業公 や教育情報の提供な
充実 取り組み、資質能力 ３ 校外研修の還元研修会 開には教員１人当たり１.５回参 ど、教職員の資質向

の向上を図る。また、 が年間４回以上 加しているが十分とはいえない。 上に努められている Ｂ
他校の取組等の情報 ２ 校外研修の還元研修会 ３ また、教育情報を積極的に提供し 点は評価したい。人

業 提供も行う。 が年間３回以上 たり、定期購入する教育雑誌を増 材育成の観点からも
１ 校外研修の還元研修会 やすなど、教職員の資質向上に努 今後も継続的に取り

が年間２回以下 めた。 組んで欲しい。
務 日常的な業務 協議事項と連絡事項 ４ 会議の平均時間が６０ 十分な協議が必要なものだけを職 組織として業務に取

会議の運用 の選別を徹底し、時 分未満 員会議の議題として取り上げるこ り組むためには報・
の効率化 間の削減を図る。 ３ 会議の平均時間が７０ とにより、会議時間の短縮を図る 連・相は重要なので

分未満 ３ ことができた。教員集団が小さい 今後も徹底して欲し Ａ
改 ２ 会議の平均時間が８０ ため、日頃から報告・連絡・相談 い。会議は時間では

分未満 が徹底できていることも会議の効 なく、前向きな議論
１ 会議の平均時間が８０ 率化につながっている。 ができる雰囲気が大

分以上 切であると思う。
勤 務 状 況 協働体制を推進し、 ４ 退校時間の年間平均が勤 一人の教員に業務が偏らないよう 限られた時間で効率
退校時間の 超過勤務の削減を図 務時間から３０分以内 に留意するとともに、教員同士が よく業務を遂行し、
管理 る。 ３ 退校時間の年間平均が勤 互いに協力し合って業務に取り組 効果的な教育活動を

務時間から６０分以内 ２ める環境づくりに努めた。１月末 行うためには、業務 Ｂ
２ 退校時間の年間平均が勤 現在で、１日の超過勤務の平均時 の中でスクラップ＆

務時間から９０分以内 間は教員一人当たり１時間７分で ビルドに取り組み、
１ 退校時間の年間平均が勤 あった。今後、協働体制をより一 常に業務改善に努め

務時間から９０分超 層推進していく必要がある。 ることが重要である。

６ 学校評価総括（取組の成果と課題）
・「わかる授業」を目指して日常的に授業研修に取り組み、生徒の授業に対する満足度は高くなってきた。また、基礎的・基本的な知識や技能

の習得はもちろんのこと、自分の考えや思いを発表する機会を多く設けて表現力の育成に努めるなど、確かな学力の定着を図ることもできた。
しかし、家庭学習の習慣が身に付いていない生徒も多く、主体的な学習姿勢の育成が課題であると考えている。

・ボランティア活動に積極的に取り組むことにより、公共心や協調性等、社会性の涵養を図ることができた。また、乳幼児や高齢者との交流活
動を通して受容的態度が身に付き、相手を思いやり尊重する心が育つなど、豊かな心を醸成する教育が実践できた。

・保健だよりなどを利用して健康に関する情報を提供し、生徒が健康を自己管理できるように指導を行った。定期健康診断で判明した疾患につ
いては治療がすべて完了した。また、新型インフルエンザに罹患した生徒は０人で、病気や怪我等による保健室利用者も大幅に減少するなど
健やかな体を育むことができた。

・小規模校のよさを生かし、徹底した個別指導や複数回の三者面談、さらには管理職による面接指導など、自己実現に向けた支援に全校体制で取り組ん
だ。生徒一人ひとりが自己の在り方・生き方をしっかりと考えた上で主体的な進路選択を行い、９月には全生徒が第１志望の進路を実現することができた。

・地域の人々が学校行事に参加できる機会を設けたり、生徒が地域行事に積極的に参加するなど開かれた学校づくりに努めてきた。また、学校
の様々な取組を積極的に情報発信することで、教育活動に対する地域の理解も深まり、評価も高くなってきた。

７ 次年度への改善策
現任校で実践してきた個に応じた学習指導・進路指導、地域と連携した交流活動、食育を中心とした健康管理など知・徳・体のバランスのと

れた教育活動に転任校でも積極的に取り組んでいきたい。


